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　Elementary school English education in Japan began in 2011. Since then, public elementary 
school students at 5th and 6th grades have been studying English once a week. This English class 
is not an ofﬁcial subject yet, like other subjects such as math or music, so there is not a government 
approved ofﬁcial textbook, kyokasho. Ministry of Education, however, published “Eigo Noto 1, 2” 
as sub-textbooks for the 5th and 6th graders. Almost all the public elementary schools used them as 
textbooks. In 2012, “Eigo Noto, 1, 2” were revised to “Hi, friends! 1, 2.”
　This article tries to analyze the vocabularies and sentence patterns from “Hi, friends! 1, 2” and tries 
to present an inventory of the vocabularies and a list of ﬁxed phrases and pattern practice sentences. 
There are 225 words with numbers up to 30 and the 26 letters of the alphabet, 41 fixed phrases 
（chunks）and 68 sentences for pattern practice for the 5th grade textbook. Also, for the 6th grade 
textbook, there are 217 words with numbers up to 100 and the 26 letters of the alphabet, and 51 ﬁxed 
phrases and 108 pattern practice sentences.
Key words: Elementary school English in Japan, Vocabulary Analysis, Sentence Pattern
はじめに
　「小学校外国語活動」の教材である『Hi, friends!』の構成は基本的にテーマ別ユニット 
（Thematic Units）であるため各単元で使用する語彙は意味的にまとまっている。それらの語
彙を使い各単元で目標とする構文・フレーズをパターン・プラクティスの形式で学んでい
く。本稿では5年生用の『Hi, friends! 1』と6年生用の『Hi, friends! 2』のそれぞれについて『Hi, 
friends!1, 2 指導編』に掲載された音声スクリプトの表現についてその語彙と構文を分類し分
析する。『Hi, friends!1』は全９課、『Hi, friends!2』は全８課あり全単元に、Let's Listen, Let's 
Play, Let's Chant, Activity という活動が設定されている。
　分析する表現を、語彙、定型表現、練習構文、練習句の４つに分類する。語彙はパター
ン・プラクティスで使用する単語であるが、フレーズを一部含める。定型表現とは Hello. / 
Whats your name? などの固定した句と文とする。練習句と練習構文とは、例えば How many 
pencils? の答えの [Fifteen] pencils. や What animal do you like? の答えの I like [cats]. のような句
と文で、それぞれのカッコの部分の語句を入れ替えてパターン･プラクティスとして練習す
るための句・構文とする。また、定型表現や練習構文から派生した表現 Nice to meet you. に
対しての Nice to meet you, too. や I like cats. に対しての I like cats, too. などの句や文を本稿で
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は応用表現として別に分類する。その結果5年生の語彙は合計225の語と句、そしてゼロから
30までの数、ゼロから6までの序数、アルファベット26文字となった。定型表現は41の句と
文、練習句と練習構文の合計は68となった。6年生の語彙は合計217の語と句、そして１から
100までの数字、1から31までの序数、アルファベット26文字となった。定型表現は51の句と
文、練習句と練習構文は合計108種類となった。以下に学年ごとに語彙、定型表現、練習構文、
練習句の例を挙げる。また文末の Appendix に扱った表現のリストをつけた。
Ⅰ．5 年生の語彙
１．名詞
１）生き物
　「魚」は a ﬁsh１（6: LP1２, 7: LL, 9: A2）, a starﬁsh （7: A） の2語である。
　「動物」であるが、What's this? に対する返答として It's a bird. のような単数形と、What 
animal do you like? に対する I like cats. の複数形を区別する３と10種類で合計15語となる：
animal （5: LC）, a bat （7: LL）, a bird （7: LL）, birds （4:LP, 5:LC）, a cat （7: LC）, cats （3: A1, LC, 
LP2, 4: LL1, LL2, LP, 5: LC）, a dog （7: A）, dogs （3: A1, LC, LP2, 4: LL1, A, LP, 5: LL1, LC）, 
gorilla （6: LP1）, monkey （6: LP1）, monkeys （7: A）, pets （5: LC）, pig （6: LP1）, rabbit （6: LP1）, 
rabbits （4: LP, 5: LC）。
　「昆虫」は spiders （4: LP, LC2）の１語であるが、名詞句として spider legs （3: A1）があり、
legs４（3: A1）を含め３語である。
　「植物」は a ﬂower （7: LL）, a sunﬂower （7: A）, tree （6: LP1） の３語である。
２）食べ物
　「食材、給食・料理名」に関する語彙は beef （9: A2）, bread （9: LL2, A2）, buttered corn （9: 
A2）, curry （9: A2）, curry and rice （8: LL2）, egg （6: LP1）, fried chicken （9: LL2）, a hamburger 
stake （9: LL2）, lunch （5: LC, 8: LL2）, an omelet （9: LL2）, pizza （5: LC, 9: LL2, LC, A2）, potato 
（9: A2）, rice （9: LL2, A2）, salad （9: LL2, A2）, sandwiches （9: LL2）, soup （9: A2）, spaghetti （8: 
LL2） がある。この他に名詞句の a boxed lunch （8: LL2） と韓国語の kimuchi （8: LL2, 9: A2）, 
namul （8: LL2, 9: A2） を含めると合計20語となる。
　「デザート」は cake （9: LC）, ice cream （4: LP, 9: LL1）, a parfait （9: LL2）, pudding （5: LC, 9: 
LL2, LC）, fruit jelly （9: A2） の５種類と名詞句の your parfait （9: LL1） を含むと合計６語である。
　「 飲 み 物 」 は juice （4: LP）, milk （4: LL1, LC2, A, LP, 5: LC, 9: LL2, LC）, orange juice （9: 
LL2）, chocolate milk （9: A2）, water （9: A2） の５語である。
　「果物」は動物の語彙と同じように単数形と複数形、さらに集合名詞の無冠詞の表記の
３種類がありそれを区別すると12種類で合計26語となる：apple （6: LP1, 9: LL1）, an apple 
（7: LL）, apples （3: A1, A2, LP2, 4: LC1, LC2, A, LP）, a banana （7: A, 9: A2）, banana （9: LL1）, 
bananas （3: A1, 4: LP）, cherries （4: LC1, LP）, cherry （9: LL1）, a fruit （7: A）, fruits （5: LC）, grape （9: 
LL1）, grapes （4: LL1, LP）, kiwi fruit （9: LL1）, kiwi fruits （4: LP）, lemon （6: LP1）, lemons （3: A1, 4: 
LL2, LC1, LP）, melon （9: LL1）, melons （3: A1, 4: LL1, LP）, orange （6: LP1）, oranges （4: LL1, 
LP）, peaches （4: LL1, LP）, pineapples （4: LP）, a pineapple （7: A）, pineapple （9: LL1）, strawberries
（4: LP）, strawberry （9: LL1）。
　「野菜」は an eggplant （7: LL）, a tomato （7: LL, 7: A） の２語である。
３）授業・学校
　「教科名」は arts and crafts （8: A）, calligraphy （8: A）, English （8: LL1, LC, LL2, A）, home 
economics （8: LP1, LL1, A）, Japanese （8: LL1, LC, LL2, A）, math （8: LP1, LL1, LL2, A）, music （7: 
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A, 8: LP1, LL2, A）, P.E. （8: LP1, LL2, A）, science （8: LP1, LL1, LC, LL2, A）, social studies （8: 
LL1, LL2, A） の10語である。
　「国名」は America （9: A2）, Finland （9: A2）, India （9: A2）, Korea （9: A2） の４語である。
　「スポーツ、体育」に関する語彙は a ball （7: A）, balls （3: LC）, baseball （4: LL1, LP 7: A）, 
baseballs （3: A1）, basketball （4: A, LP）, a glove （7: A, LL）, mat （8: LP1）, a mat （7: LL, LC）, 
soccer （4: LL1, LL2, LP, 5: LL2）, red and white cap５ （8: LP1）, soccer balls （3: A1）, a sport （7: A）, 
swimming （4: LL1, A, LP） で baseball「野球」と baseballs「野球のボール」を区別すると11種
類で合計14語である。
　「文具」は11種類で合計13語である：the bag （3: LP2）, book （6: LP1）, chairs （3: LP2）, crayon （6: 
LP1）, desks （3: LP2）, an eraser （7: LL）, ink （6: LP1）, notebook （6: LP1）, a notebook （7: LL）, the 
pencil case （3: LP2）, a ruler （7: LL）, ruler （8: LP1）, a textbook （7: LL）。
４）授業と係わる器具や物品
　「楽器」は７種類で合計10語である：drum （6: LP1）, a guitar （7: A）, harmonica （8: LP1）, 
piano （8: LP1）, a piano （7: LL, A）, a recorder （7: LL）, recorder （8: LP1）, a triangle （7: LL）, 
triangles （8: LP1）, violin （6: LP1）。
　「家庭科の器具」としての物は a frying pan （7: LL）, frying pan （8: LP1）, kitchen （8: LP1） の
２種類で合計３語である。
　「理科の器具」としての物は３種類で合計５語である：a beaker （7: LL）, beaker （8: LP1）, a 
microscope （7: LL）, microscope （8: LP1）, skeleton （8: LP1）。
　「社会科で使用する物」は a globe （7: LL）, a map （7: LL） の２語である。
５）その他の名詞
　「乗り物」は cars （3: LP2）, jet （6: LP1）, yacht （6: LP1） の３語である。
　「建物」は名詞句の my classroom （8: LL2） の１語である。
　「人・家族名」は father （9: LL2）, grandfather （9: LL2）, grandmother （9: LL2）, king （6: LP1）, 
mother （9: LL2）, queen （6: LP1）, student （8: LL2）、そして名詞句の my friends （8: LL2） を含
む合計８語である。
　「服」（身に着ける物）に関する語彙は4種類で a cap （7: LL, LC）, hat （6: LP1）, T-shirt （5: 
LL1, LC）, a shoe （7: LL）, shoes （8: LP1） の合計５語である。
　「物」は CD （6: LC2）, TV （6: LC2）, box （6: LP1）, a brush （7: LL）, card （6: LC2, 7: A）, cup （8: 
LP1）, a cup （7: LL）, umbrella （6: LP1）, watch （6: LP1） の合計９語がある。
　「曜日」は Sunday ～ Saturday （8: LS）, Monday （8: LC）, Tuesday （8: LC） の７語である。
　「星」は star （5: LL1, LL2）, stars （5: LL1）, sun （6: LP1） の３語である。
　「形」は circles （5: LL2, LL3）, diamonds （5: LL2）, hearts （5: LL2）, shape （5: LL3）, triangles （5: 
LL1, LL2, LL3） の５語である。
　「アルファベット」は語彙ではなく文字であるが、A ～ Z （6: LP1, LL, LC1）, C （6: LC2, 7: A）, 
D （6: LC2）, E （7: A）, I （7: A）, N （7: A）, T （6: LC2）, V （6: LC2） の26文字がある。
２．形容詞・限定詞
１）様子、大きさ
　「様子」を表す形容詞は colorful （5: LL2）, cool （5: LL2）, ﬁne （2: A, LL）, happy （2: A, LL）, 
hungry （2: A, LL）, sad （2: LL）, sleepy （2: A, LL）, tired （2: LL） の８語である。
　「大きさ」を表す形容詞は big （5: LL1, LL2, 7: A）, small （5: LL1） の２語である。
２）数、色
　「数」は数詞または限定詞としてゼロから30の31種類：zero （6: LP1）, one ～ ten （3: LC, 
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LL）, one ～ ﬁfteen （3: LP2）, one ～ twenty （3: A1）, one ～ thirty （6: LL）, one （5: LL1, LL2）, two
 （5: LL1, LL3）, three （5: LL3）, ﬁve （5: LL3） で、序数は ﬁrst ～ sixth （8: LL1） の６種類、そし
て numbers （8: LP1） を含めると合計38語である。
　「色」を表す語彙は black （5: LL3）, blue （3: LP2, 5: LL1, LL2, LL3, LC）, brown （5: LL1）, 
color （5: LL3, LC）, green （5: LL1, LL2, LC）, light blue （5: LL2）, orange （5: LL2）, pink （5: LL2）, 
purple （5: LL2）, red （3: LP2, 5: LL1, LC）, white （5: LL1）, yellow （5: LC, LL1, 7: A） で限定用法
と叙述用法に用いられ、名詞句の black and white （5: LL2, 7: A） 含め合計13語である。
３．動詞
　一般動詞は、like （8: LL2）, listen （6: LC2）, watch （6: LC2）の３語である。be動詞は is, am, 
are の３語がある。
４．その他の品詞と句
　固有名詞の Peach Boy （7: A）、所有代名詞の my （8: LL2）、接続詞の and （8: LC）、前置詞
の at （8: LL2）, in （8: LL2）、副詞の too （8: LL2） の合計６語がある。
　「場所」を表す前置詞句として at home （8: LL2）, at school （8: LL2）, in Australia （8: LL2）, in 
China （8: LL2）, in Korea （8: LL2）, in my classroom（再掲）（8: LL2） の合計６つである。
Ⅱ．５年生の定型表現
　本稿では英語コミュニケーションにおいて「かたまり」（Chunk） として扱われる表現（句
と文）を定型表現として語用論的観点からまとめた。中学校用教科書でも「基本表現のまと
め」として語用論的観点から分類している６。
１．挨拶
　「挨拶」に関する定型表現は And you? （2: LS） / Hello. （2: LS, 9: A2） / Hi. （3: A2） がある。
そして Nice to meet you. （1: LL1, LL3, LC） とその応用表現の Nice to meet you, too. （1: LC） の
４種類５表現がある７。
２．返答
　「あいづちをうつ」表現は Me, too. （2: LL） / Yes, please. （9: LL2）、「承諾する」は OK. （5: 
LL3, 9: LL2）、「礼を言う」は Thank you. （4: LL2, 5: LL3, 9: LL1） がある。また「否定」は I 
don't know. （2: LP） / No, I don't. （4: LL2, LC2）、「肯定」は Yes, I do.８ （4: LL2, LC2） / You're 
welcome. （4: LL2） の合計８表現である。
３．感嘆
　定型句として「感嘆」の表現は oh, no! （3: A1）, umm… / Umm… （4: LC1, LC2）, Wow（5: 
LC）、そして「強調」を表す副詞句の very much （8: A） の合計４表現がある。
４．呼びかけ
　「呼びかけ」の表現は Good luck! （2: LP）, Good! / Good. （2: LP, LL, 3: A2） と「指示」を表現
する Come here. （2: LP） の３種類で合計４表現である。
５．質問
　さまざまな質問をする疑問文の定型表現としては「名前」を聞く What's your name? （1: 
LL3, LC）、「様子」を聞く Are you OK? （2: LL） / Hello, how are you? （2: LS）、「番号」を聞く 
What number T-shirt? （5: LL1, LL2） がある。「ほしい物」を聞く What do you want? （6: LC2） 
とその応用表現の OK, what do you want? （9: LL1） / OK, do you like ice cream? （9: LL1） がある。
「教科」「数字」「アルファベット」「物」を聞く What's this? （6: LP1, 7: LL, LC, A, 8: LL）、「ほ
しい食べ物」を聞く What would you like? （9: LC, LL2） とその応用表現の Hello, what would 
you like? （9: LL2） の８種類で合計10表現である。
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６．提示
　「提示」を表す表現は Here you are. （9: LL1）とその応用表現の OK. Your T-shirt, here you are. /
OK, your T-shirt. Here you are. （5: LL3）９の1種類３表現がある。
７．描写
　様々な「状態」を描写する定型句は Rock, scissors, paper, one, two, three. （3: LP1） / Lunch 
time. （8: LL1） / Today's schedule. （8: LL1） / Cleaning time. （8: LL1） などがある。また、「様子」
を描写する I'm good.（2: LS） / I'm hungry.10 （9: LC）、「返答と様子」の I'm good, thank you.11（2: 
LS）、「動作」を描写する I clean my classroom. （8: LL2） / I eat lunch in my classroom. （8: LL2） / 
I study at home, too. （8: LL2）、そして This is my lunch. （9: A2） の合計11表現である。
Ⅲ．5 年生の練習構文
　練習構文はパターン・プラクティスで用いられる基本文である。本稿では以下のような文
法形式により練習構文を分類した。
１．S + V（be 動詞）+ C・前置詞句
　My name is [A]. （1: LL3） のＡには「固有名詞」が入る。この練習構文は Lesson 1 の単元目
標の表現である。この他に、Hello, my name is [A]. （1:LL1, LL3, LC, 4: LL1） / Hi, my name is [A]. 
（1: LL1, 4: LL1） などの応用表現12がある。
　I'm [A]. （2: LL, A） のＡには happy などの「様子」を表す形容詞が入る。この練習構文は
Lesson 2 の単元目標の表現である。
　また、SVCの応用表現として、And one big star is cool. のように、[A][B][C] is cool. （5: 
LL2） があり、主語の名詞句が「数」「大きさ」「物」からなる文がある。
　What's this? の返答として、It's [A]. （6: LL, 8: LP1） のＡには、限定詞を伴わない「アルファ
ベット」「数字」「教科名」が入る。
　そして、What's this? の返答として、It's a triangle. のような練習構文、It's a/an [A]. （7: LL, 
LC, A） のＡには様々な普通名詞13が入る。この文は Lesson 7 の単元目標の表現である。この
文の応用表現として、It's the [A] card. （7: A） がありＡには「アルファベット」、そして“Hitode,” 
It's a starﬁsh. のような言い換えの同格構文の “「日本語」, it's a [A].” （7: A） もある。同様に同
格構文の The answer, it's a [A]. （7: A） のＡには「果物」「楽器」「スポーツ」が入る。
　また、前置詞句を含む練習構文の Hello, I am a student in [A]. / Hi, I am a student in [A]. （8: 
LL2） と I'm from [A]. （9: A2） のＡには「国名」が入る。
２．S + V（一般動詞）
１）like
　Do you like cats? のような、Do you like [A] ? （4: LL2, LC2, A） のＡには「動物」「果物」「ス
ポーツ」が入る。この練習構文は Lesson 4 の単元目標の表現である。また、応用表現として、
“固有名詞, do you like A?” （4: LL2） がある。
　I like soccer. のような、I like [A]. の練習構文は Lesson 4, 5, 9 の単元目標の表現である。Ａ
には「物」（4: LL1, LL2, LC2, 5: LL2）、「色」（5: LL 3, LC）、「形」（5: LL3）、「食べ物」（9: 
A2） が入る。また、応用表現の And I like [A]. （4: LL1, 5: LL2） のＡにはそれぞれ「物」「色」
が入る。
　そして、like の目的語となる名詞句に様々なパターンを含む応用表現がある。まず、And 
I like blue triangles. のような I like [A][B]. （5: LL2） のＡには「色」、Bには「物」（複数形）、I 
like the [A] T-shirt. （5: LL2） のＡには「色」が入る。そして、目的語に and を含む練習構文と
して I like [A and B]. のAとBには、「物」（4: LL1）、「食べ物」「動物」（5: LC）、「色」（5: LC、
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LL3）、「教科名」（8: LL2, A） が入る。目的語が４つの I like [A, B, C and D]. （5: LL2） のＡ～
Ｄには「色」、And I like black and white hearts. のような I like [A and B] [C]. （5: LL2） のABに
は「色」とCには「物」が入る。さらに、強調の副詞句を伴う、I like [A] very much. のＡに
は「教科」（8: A）、「食べ物」（9: A2） が入る。
　I don't like spiders. のような否定文は Lesson 4 の単元目標の表現の一つである。I don't like 
[A]. （4:LC1, 2） のＡにはそれぞれ「虫」「果物」が入る。
　Cherries, cherries, I like cherries. / Lemons, lemons, I don't like lemons. の肯定と否定を含む文
はチャンツに見られ、[A, A], I like [A]. / [A, A], I don't like [A]. （4: LC1） のＡには「果物」が
入る。
　I'd like milk and pizza. のような丁寧に物を尋ねる表現は Lesson 9 の単元目標の表現である。
I'd like [A and B]. （9: LC, LL2） のＡとＢには「食べ物」が入る。そして、目的語が３つとな
る I'd like [A, B and C]. （9: LL2） のＡ～Ｃにもそれぞれ「食べ物」が入る。
２）study
　I study Japanese and science. のような I study [A and B]. （8: LC） のＡとＢには ｢教科名｣ が
入る。この練習構文は Lesson ８14の単元目標の表現である。この応用表現として前置詞句を
伴う At school I study [A]. （8: LL2） があり、Ａには「教科名」が入る。さらに、目的語が６
つ 並 ぶ I study [A…and F]. 15（8: A） と前置詞句を伴う At school, I study [A, B, C and D]. （8: 
LL2） がある。
３）eat
　I eat a boxed lunch with my friends. のような動詞の eat を含む文は前置詞句や副詞句を伴っ
ている。I eat [A] with [B]. （8: LL2） のＡには ｢食べ物｣、Bには ｢人｣ が入る。また目的語
を２～４つ含む I eat [A and B~D] for lunch in my classroom. （8: LL2）、副詞を伴う I eat [A] 
everyday. （9: A2） がある。
４）want
　What do you want? の返答として I want the “T” card, please. （6: LC2） のような表現があり、 I 
want the [A] card, please. のＡには「アルファベット」が入る。また、応用表現として “固有名詞,” 
what do you want? （9: LL1） がある。
３．疑問文
１）How~?
　相手の感情や様子を聞く表現16  How are you, Taku? のような How are you, [A] ? （2: LL） のＡ
には ｢固有名詞｣ が入る。
　How many pencils? のような How many [A]? （3: LP2, A） のＡには ｢文具｣「乗り物」「動物」
「果物」「運動、スポーツ、体育」など様々な物が入る。この練習構文は Lesson 3 の単元目
標の表現である。また、応用表現の Hello, how many [A] ? （3: A2） / How many red pencils? の
ような How many [A][B] ? （3: LP2, 5: LL3） のＡは「色」とＢには「文具」「形」が入る練習
構文がある。さらに、[A, A] how many [A] ? （3: LC） のＡには ｢動物｣「運動、スポーツ、体育」
が入る応用表現がある。
２）What~?
　What animal do you like? のような What [A] do you like? のＡには「色」「食べ物」「動物」（5: 
LC）、「形」（5: LL3） が入る。この練習構文は Lesson 5 の単元目標の表現である。また応用
表現として、 “固有名詞,” what [A] do you like? （5: LL3） のＡには「色」が入る。
　What do you study on Monday ? のような What do you study on [A] ? （8: LC） のＡには ｢曜日」
が入る。この練習構文は Lesson 8 の単元目標の表現である。
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Ⅳ．5 年生の練習句
　様々な質問文に対しフレーズや文を使い返答をするよう指導している。例えば６課の 
Let's Chant 2 （p. 25） では What do you want? に対する返答が２つあり、The “C” card, please. と 
I want the “C” card, please. という文で対応させようとしている。本稿ではフレーズで対応す
る発話表現を練習句と呼び、そのパターンを以下のような文法形式にまとめた。練習句の大
部分は練習構文に対応する返答の表現である。練習句は合計24フレーズある。
１．名詞＋ please、OK ＋名詞、No. ＋名詞
　質問文、How many circles? の返答として Five, please. のような名詞と間投詞からなる句の
ような [A], please. （5: LL3, 6: LC2, 9: LL1） のＡには「数」「アルファベットcard」「くだもの」
が入る。また、Banana, please. に対する OK, banana. のような OK, [A]. （9: LL1） のＡには「く
だもの」が入る。そして、No. 1. （8: LP1） のような No. [A]. のＡには「数字」１～５が入る。
２．修飾語＋名詞
　Fifteen pencils. のような [A][B]. （3: LP2, LC, A1, A2, 5: LL1） のＡには「数」、Ｂには「物」
が入る。同様に White T-shirt. のような [A] T-shirt. （5: LL1） のＡには「色」が入る。
　How many car? の返答 Four cars on the bag. のような [A] [B] on the [C]. （3: LP2） のＡには
「数」、ＢＣには「物」が入る。One blue pencil. のような、[A] [B] [C]. （3: LP2） のＡには「数」、
Ｂは「色」、Ｃは「物」が入る。
３．並列
　Japanese and science! のような [A and B] ! （8: LC） のＡＢには「教科名」が入る。また、
OK, what do you want? の返答 Kiwi fruit and ice cream, please. のような、[A and B], please. （9: 
LL1） のＡＢにはパフェの材料となる「フルーツ」が入る。同様に注文やメニュー作りに、
OK, [A and B]. （9: LL2） / OK, [A, B and C]. （9: LL2） / [A, B, C, D and E]. （9: A2） / [A, B, C, D, E 
and F]. （9: A2） の「食べ物」の並列の表現による練習句がある。
　Red and green apples. のような [A and B][C]. （5: LL1） のＡＢには「色」、Ｃには「物」が入る。
そして並列句の最長は One big yellow star and small yellow stars. のような [ABCD] and [BCD]. 
（5: LL1） の句では、Ａ「数」、Ｂ「大きさ」、Ｃ「色」、Ｄ「物」がそれぞれ入る。
４．同格
　時間割の説明として First, Japanese. のような [A], [B]. （8: LL1） のＡには「序数」とＢには
「教科名」が入る。また、家族の紹介として Kiyoko, Sakura' s grandmother. のような [A], [B's] 
person. （9: LL2） のＡには「固有名詞」とＢには「固有名詞の所有格」＋「家族名」が入る。
　スリーヒントクイズの表現として No.1 hint, a fruit. のような No. [A] hint, [B]. （7:A） のＡに
は ｢数字｣ そしてＢには ｢果物｣「色」「動物」「大きさ」「音楽」「運動、スポーツ、体育」
が入る。また応用表現としてＢに and を使用した並列の表現の No. [A] hint, [B and C]. がある。
５．呼びかけ
　挨拶として、Hello, Maria. / Aleksi, nice to meet you, too. / Hi, Sakura. のような Hello, [A]. （1: 
LL3） / [A], nice to meet you, too. （1: LL3） / Hi, [A]. （4: LL2） のＡには「固有名詞」が入る。また、
Let's listen. のような Let's [A] ! （6: LC2） のフレーズや間投詞の wow を含む Wow, nice T-shirt! 
や Wow, TV. の Wow, nice [A] ! （5: LC） と Wow, [A]. （6: LC2） のＡには「物」が入る。
V．6 年生の語彙
１．名詞
１）生き物、食物
　「動物」に関する語彙は13種類で合計21語：animals （8: A）, bear, bears （1: LP）, bird （1: LP, 
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5: LP2）, birds （1: LP）, cats （8: A）, dog （8: A）, elephant, elephants （1: LP）, giraffe, giraffes （1: 
LP）, hamster （8: A）, koalas （5: A）, monkey, monkeys （1: LP）, panda （1: LP）, pandas （1: LP, 5:A, 
LP3）, penguin, penguins （1: LP）, tiger, tigers （1: LP） である。
　「人」に関する語彙は grandfather, grandmother （2: LL2）, people （3: A3）, A boy! （7: LL） と句
の my friends （3: A3） を含む５つである。
　「植物」は tree, trees （1: LP） の１種類で２語である。
　「食べ物」は apples, apple （1: LP）, cheese （5: LC）, escargots （5: LL2）, peach （7: LP）, pizza （5: 
LC） と日本語の gyoza （5: A） を含む６種類で合計７語である。
２）地名等
　「国」に関する語彙は、国名が13語：America （2: LL1, 5: LL1, LP1）, Australia （2: LL1, 5: A, 
LL1, LP1, LP2, LP3）, Brazil（5: LL1, LP1, LP2）, China （5: A, LL1, LP1, LP2, LP3）, Egypt （5: 
LL1, LP1, LP2, LP3）, Finland （8: A）, France （5: LL1, LL2, LP1）, Greece （5: LP1）, India, Japan （5: 
LL1, LP1）, Korea （2: LL1）, Spain （5: LP1）, Thailand （2: LL1）。その他 country （5: LL2） と句の 
my country （8: A）, in Japanese （5: LL1） の３つで合計16語である。
　「国と都市名」は「中国の北京」という形で用いられる Beijing, China / London, UK / 
Moscow, Russia / New York, America / São Paulo, Brazil / Sydney, Australia / Tokyo, Japan / 
Vancouver, Canada （6: LL3） の８組となる。
　「世界遺産・観光地」は10種類で合計12の表現となる：Ayers Rock （5: A, LL1, LP3）, the 
Eiffel Tower （5: LL2）, Iguaçu National Park （5: LL1）, Kiyomizu Temple （5: LL1）, Mont Saint 
Michel （5: LL1）, the Taj Mahal （5: LL1）, a pyramid （5: LL1）, pyramids （5: LP3）, the Great Wall （5: 
A）, the Great Walls （5: LL1）, the Sphinx （5: LL1）, the Statue of Liberty （5: LL1）。
３）数等
　「数字」は１から100までを扱っている：one ～ one hundred （1: LP）, 20～ 23 （1: LC）, 20, 30, 
40～47 （1: LC）。「序数」は１から31まで：ﬁrst ～ thirty-ﬁrst （2: LP2） である。「限定詞」とし
ての数は one,  three,  four,  six （5: LP2） である。そして、「時間」に関しては１から60を扱っ
ている：1～60 （6: LP）, eight, nine （6: LC, 6: LL3）, two, three, six, seven, eleven （6: LL3）, four, 
seven （6: LC）, six thirty, seven ﬁfty, nine thirty （6: LL2） である。句で twelve midnight （7: LP） が
ある。
　「月名」は1月から12月の12語である：January ～ December （2: LC, LP, LP2）, March, April, 
October （2: LL1）, March, June, August, November （2: LL2）
４）建物
　「建物」は16種類で合計17語である： bookstore （4: A, LL）, castles （5: LL2）, convenience store
（4: A）, department store （4: A）, ﬁre station （4: A, LL）, ﬂower shop, hospital, park （4: A）, the park （4: 
LC）, police station, post ofﬁce （4: A）, restaurant （4: A）, school （4: A, LL）, the school （4: LC）「校
舎」, station （4: A）, the station （4: LC）, supermarket （4: A, LL）。
５）仕事
　「職業」に関係する語彙は19語である：artist, baker, bus driver, cabin attendant, comedian, 
cook, cooking, dentist, doctor, farmer, fire fighter, florist, teacher, zoo keeper （8: LL）, scientist, 
science （8: A）, singer （8: LC, LL）, soccer player （8: A, LL）, vet （8: A, LL）。また、仕事で使う
「乗り物」は cars, trains （8: LL） の２語がある。
　「スポーツ」は ball （1: LP）, baseball, soccer （3: LC）, soccer games （5: LC）, cricket games （5: A）, 
the World Cup （8: A） の６語である。
６）その他の名詞
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　「アルファベット」はＡ～Ｚ（1:本文）の26文字がある。
　「行事・季節」は a New Year's festival, Christmas, Halloween, schools（学校）, summer （2: 
LL1）, birthday （2: LL2） の５語である。
　「色」は名詞用法で black, blue, colors, green, red, white, yellow （5: LP2） の７語がある。
　「形」は circle, diamond, star, stars （5: LP2） の３種類で合計４語となる。
　「物」として、balloon （1: LP）, balloons （1: LP）, a ﬂag（7: LL）, the Earth （8: A）, a glove, a hat （7: 
LP） の５種類の６語がある。
２．動詞（できること）
１）「動詞」は help （8: A）, run （7: LP）, start （2: LL1）, study （8: A） の４語と「できること」
を表す表現として cook （3: LC, A3, LL, LP2）, cooking （3: LL）（再掲）, swim （3: LC, A3, LL, 
LP2, 6: LP2）, swimming （3: LL） の４語の合計８語となる。その他に過去形の did （7: LP）、現
在分詞の coming, shining （7: LP）の３語 がある。
２）「動詞句」は以下のようなものがある。
① eat を含む句：eat breakfast （6: LP2）, eat dinner （6: LL3, LP2）, eat lunch （6: LP2）
② go を含む句：go home （6: LP2）, go to bed （6: A1, A2, LC, LL2, LL3, LP2）, go to school （6: 
A1, A2, LC, LL2, LL3, LP2）
③ play を含む句：play badminton （3: LL, LP2）, play baseball （3: A3, LL, LP2）, play basketball （3: 
LL, LP2, 6: LP2）, play kendama （3: A3, LL）, play soccer （3: LL, LP2, 6: LL3, LP2）, play the 
piano （3: A3, LL, LP2, 6: LP2）
④ study を含む句：study at home （6: LL3, LP2）, study at school （6: LP2）
⑤その他の動詞句：clean my classroom （6: LP2）, get up （6: A1, A2, LC, LL2, LL3, LP2）, help 
　me （3: A3）, jump a rope （3: A3）, ride a unicycle （3: A3, LL, LP2）, save the Earth （3: A3）, take a 
bath （6: LL3, LP2）, watch TV （6: LP2） open the door, look into the room （7: LP） がある。
３．その他の品詞
　「大きさ」を表す形容詞は big, small （5: LP2）, little （7: LL） の３語がある。「様子」を表
す形容詞は beautiful （5: LL2, 7: LP）, nice （5: LL2）, cold, cute, delicious, good, hungry, strong, 
sweet, brave（7: LP）, dangerous, ﬁne, sorry, proud, happy （7: LL） の15語である。
　「副詞」は、too （2: LL2）, fast （7: LP）, happily, later （7: LL）, everyday （8: A） の５語である。
　「疑問詞」は、when （2: LL2）, why （7:LP）の２語。「前置詞を含む句」は５つ： at home （6: 
LP2）, at 時分 （6: A2）, for me （7: LP）, in the center （5: LP2）, in the sea （7: LP） がある。
Ⅵ．６年生の定型表現
１．挨拶
　「挨拶」に関する定型表現には Good luck! （8: LC, LL） / Good night. （6: LC） / Hello. （8: A）/
Hello, everyone. （5: LL2, 8: A）/ Hi, everyone. （4: LL, 8: A） / How are you? （7: LL, LP） / See you. 
/ See you soon. / See you, later. （7:LL） / Thank you! （4: LC, 7: LL, 8: A, LL） / Take care! （7: LL） 
の７種類で合計11表現である。
２．返答
　「あいづちをうつ」表現は Me, too. （3:LL）、「承諾する」は Oh, yes. （7: LL） / Yes, yes. （7: 
LL） / OK. （7: LL , LP） / That's OK. （7: LL, LP）、「礼を言う」は Thank you very much. （7: LP） 
である。また「肯定」は Yes, I can. （3: LL） / Yes, you can. （3: A3） / Yes, let's. （7: LP） / You're 
welcome. （7: LL）、「否定」は No, I can't. （3: LC, A3） / Sorry, sorry. （7: LL, LP） である。「提示」
は Here you are. （7: LP, LL） で、合計13表現である。なお Yes, I can./No. I can' t. は Lesson 3 の
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単元目標の表現である。
３．感嘆
　「感嘆」の表現は Arrrgh! （7: LL）, Great! （7: LP）, Oh,... （7: LP）, Umm（23: LC）, Ungh… （7: 
LP）, Very nice. （3: LL）, Wonderful! （7: LP）, Wow! （7: LL, LP）, Wow, great! （3: LL）, Yohohee, 
ho, one, two, three （7: LP）、文としては That's great! （3: LL） / We did it! （7: LP） の合計12表現で
ある。
４．呼びかけ
　「呼びかけ」の表現は Be good! （7: LL） / Don't worry. （7: LL） の2表現である。
５．質問
　「疑問文」は Who am I? （3: LP2） / What country? （5: LP2） / What time is it? （6: LL1, 7: LP） / 
What is it? （4: LL） / What's this? （7: LL, LP） / What's that? （7: LL） / What do you want to be? （8: 
LL, LC） / Why? （7: LP） の８表現である。なおWhat do you want to be? は Lesson 8 の単元目標
の表現である。
６．指示
　話し手に対して「指示」をする表現は Come on. （7: LP） / Follow me! （4: LL）/ Go straight. 
（4: LL, LC） / Here. （4: LL） / Let's go! （4: LL, 7: LL, LP） / Let's go. （5: LC） / Let's go together! （4: 
LL） / Look! （7: LL, LP） / Shhh （6: LL3） / Turn left. （4: LL） / Turn right. （4: LL） / Wait! （7: LP） / 
You can! （3: A3） / be quiet, please （6: LL3） の合計13表現である。なお Go straight. と Turn right 
/ left. は Lesson 4 の、そして Let's go. は Lesson 5 の単元目標の表現である。
７．描写
　さまざまな状態を「描写」する表現には Hi, this is my life. （6: LL2） / Nice country. （5: LC） / 
This is ME! （3: A3） などがある。
　その他に、これまでに述べた表現を複合した多くの応用表現が６年生では Lesson 7 のLP 
に登場する：A delicious apple for you. /A good house for me. / Falling down one [two, three times] 
time, three [six, thirty] years. / Oh, it's twelve midnight. / My friend, you can run fast. / Oh, It's a 
glove. / Wow, a big turnip! / Oh, a cute baby. / A big peach! / OK, I' m strong, too. / Yes, I' m strong. / 
Oh, very cold. / You are cold, too. / Let' s go to Ryugujo in the sea.
　また、Lesson 7 にはこれまでにない文法形式を含む文：To see you well. （7: LP）［不定詞］
/ A peach is coming! （7: LP）［進行形］ / It's shining. （7: LP）［進行形］/ An old man and an old 
woman lived happily. （7: LL）［過去形］/ You helped me. （7: LP）」［過去形］がある。
Ⅶ．6 年生の練習構文
１．S+V（be 動詞）
１）It's （a） ~ .
　「It's ~ . を含む」表現として It's June twelfth. ように It's [A]. のＡには「月日」（2: LL2）、「国
名」（5: LP2）、「時間」（6: LL1, LL3, 7: LP） が入る。さらに It's kibidango. （7: LL） のように補
語に日本語が入る例もある。 It' a ~ を含む表現として It's a supermarket. のような It's a [A]. の
Ａには「建物」（4: LL）、「名詞句」（sweet house） や「物」（hat for you） （7: LP） が入る。 
　「前置詞句を含む」表現として It's in America. （5: LL1） のようなIt's in [A]. のＡには「国名」
が、そして複数形の They are in [A]. （5: LL1） もある。
２）その他の主語
（１）「固有名詞が主語」となる In Australia Christmas is in December in summer. （2: LL1） のよ
うな In [A], [B] is in [C] in [D]. の構文では Ａ は「国」、Ｂ は「行事」、Ｃ は「月名」そし
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て Ｄ は「季節」が入る。また France is a nice country. （5: LL2） のような [A] is [B]. のＡに
は「国名」、Ｂには「名詞句」が入る。同様の構文 Momotaro is a good boy. （7: LL） がまと
めの単元の Lesson 7 にある。
（２）「主語に所有格を含む」表現として My birthday is [A] [B]. （2: LL2） のＡに「月名」Ｂに「日
にち」が入る。これは Lesson 2 の単元目標の表現である。そして My name is [A]. （5: LL2, 8: 
A） のＡには「固有名詞」が入り、この構文の応用表現として Hello, my name is [A]. （5: A） 
がある。
（３）「主語が this」の This is Ayers Rock.17 のような This is [A]. のＡには「世界遺産」（5: 
LL1） と「国名」（5: LP） が入る。この構文の応用表現として This is [A] in [B]. （ 5: LL1） の
Ａには「世界遺産」、Ｂには「国名」が入る。また同格を含む構文 This is the Great Wall, 万
里の長城 in Japanese. （5: LL1） のように This is [A, B], in Japanese. のＡには「世界遺産」、
Ｂには「日本語」が入る。
３）人称代名詞＋be動詞
（１）I' m ～ .
　「一人称主語を含む」表現として、自分の名前を言う Hello, I'm [A]. （2: LL2） / I'm [A]. （3: 
LP2） のＡには「固有名前」が入る。前者の応用表現としてHello, I' m Sakura' s grandfather, 
Suzuki Masaru. （2: LL2） のような同格を含む文 Hello, I'm [A, B]. のＡは「所有格＋名詞」と
Ｂは「固有名詞」が入る。また、後者の応用表現として I' m Sayuri, Sakura' s mother. のよう
な同格を含む文の I'm [A, B]. （3: LP2） のＡには「固有名詞」とＢには「固有名詞の所有格＋人」
が入る。
　「様子」を表す表現で I'm very [A]. （6: LL3, 7: LL） のＡには「様子」が入る。この構文の
応用表現がまとめの単元の Lesson 7 に多くある。I'm [A]. （7: LL、LP） の応用表現として 
Everyone is happy. （7: LP） のような [A] is [B]. のＡには「代名詞」とＢには「様子」が入る。
さらに、I' m [A and B]. （7: LL） / I' m [A] ! （7: LL） / I'm [A], too. （7: LL、LP） の表現がある。
（２）You are ～ .
　「二人称主語を含む」表現はすべて Lesson 7 のまとめの単元からの例文である。You are [A]. 
（7: LL） のＡには「様子」を表す形容詞が入る。この構文の応用表現として Yes, you are [A 
and B]! / Yes, we are [A and B]. （7: LL） がある。
（３）We are ～ .
　「主語にWeを含む」表現の We are strong and brave. は Lesson 7 の単元目標の表現である。
We が主語の構文もすべて Lesson 7 のまとめの単元からの例文である。We are [A]. （7: LL） 
の Ａには「様子」を表す形容詞が入る。この構文の応用表現として We are [A]! （7: LL） と
さらにそれ以外の形容詞と副詞を補語に伴う構文 We are proud of you. （7:LL） / Grandpa and 
Grandma, we are here. （7: LL） がある。
　応用表現として他に We are very [A]. （7: LL） と Your eyes are very big. のような [A] is very 
[B]. （7: LP） のＡには「名詞句」とＢには「様子」を表す形容詞が入る。また、We are good 
friends. （7: LP、LL） のように補語に名詞句が入る構文がある。この表現は Lesson 7 の単元目
標となっている。さらに Yes, yes, we are good friends. / And we are good friends. （7: LL） の応用
表現がある。その他 Here is the [A]. （4: LC） のＡには「建物」が入る。
２．S + V（一般動詞）
１）S + V（have, like, want）
（１）Have: I have a white cat. （8: A） のように I have [A]. の構文でＡに、名詞句単数形と名詞
句複数形 I have three soccer balls. （8: LL） が入る。
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（２）Like: I like swimming. のように I like [A]. のＡには「できること」（3: LL, 8: LL）、また
「物」（5: A）、「人称代名詞の you」（7: LP）、「動物」（8: A） が入る。この構文の応用表現
として、I like [A], too. （3: LL） のＡには「できること」、And I like [A]. （5: A） は「物」、I 
like [A] very much. では「職業」（8: LL） と「動物」（8: A） が入り、目的語が２つの構文 I 
like [A and B]. （8: LL） ではＡＢに「物」が入る。Like の否定文は I don't like cooking. （3:LL） 
で I don't like [A]. のＡには「できない・きらいなこと」が入る。
（３）Want を含む練習構文は ①want to do, ②want to be, ③want [A] の３つに分かれる。
　① Lesson 5 の単元目標の表現である I want to go to [A]. （5: LP3, A） のＡには「国名」が入る。
また I want to see [A]. （5: LP3, LC） のＡには「物」、そして I want to eat [A]. （5: LC） のＡ
には「食べ物」が入る。
　② I wan to be a [A]. （8: LL, A, LC） のＡには「職業」が入る。この表現は Lesson 8 の単元
目標である。応用表現として I want to be a [A], too. / Hi, I want to be a [A]. （8: LL） がある。
　③ And I want to [A]. （8: A） のＡには「動作」が入る。この構文の応用表現として I want to 
play soccer in the World Cup. （8:A） のような I want to [A] [B]. のＡには「動作」、Ｂには「前
置詞句」が入る。また、I want a dog and a hamster, too. （8: A） のように I want [A and B], 
too. のＡとＢには「動物」が入る。
２）動作
　Let' go to France. のように Let's go to [A]. のＡには「国」（5: LL2, LC, A） や「場所」（7: 
LL） が入る。
　I swim. （6: LP2） のように I [A]. のＡには「動作」が入る。この構文の応用表現として I [A]
at [B]. （6: LC, A2, LL2, LL3） のＡには「動作」、Ｂには「時間」が入る。I get up at seven. は 
Lesson 6 の単元目標の表現である。また、I [A] everyday. （8: A） のＡにも「動作」が入る。
　動作の否定を表現する構文は Don't [A]. と Please, don't [A]. （7: LP） がある。
　進行形を含む構文は I'm going to Onigashima. と A peach is coming! （7:LL）18 がある。
３．疑問文
　「数を尋ねる」 Penguins, penguins, how many penguins? （1: LC）のような疑問文の [A, A], 
how many [A]? のＡには「（数えられる）物」可算名詞が入る。
　「時を尋ねる」 Sakura, when is your birthday? （2: LL2）19のような疑問文の [A], when is your 
birthday? のＡには「固有名詞」が入る。また Lesson 6 の単元目標の表現である What time do 
you get up? （6: A1, LC） のような What time do you [A] ? のＡには「動作」が入る。さらに、
What time is it in Tokyo, Japan? （6: LL3） のような What time is it in [A], [B] ? のＡには「都市名」
とＢには「国名」が入る。
　「場所を尋ねる」Sakura, where do you want to go?（5: LP3） のような疑問文の [A], where do 
you want to go? のＡには「固有名詞」が入る。Station, station, where is the station?（4: LC） の
ような [A, A] where is the [A] ? のＡには「建物」が入り、このフレーズは上述の [A, A], how 
many [A] ? のパターンと同じである。
４．Can を含む文
　Can you swim? （3: A3, LL） のような can を含む疑問文では Can you [A] ? のＡに「できるこ
と」が入る。この練習構文は Lesson 3 の単元目標の表現である。また応用表現として Oh, 
can you [A] ? や “固有名詞, can you [A] ?” （3: LL） / Can you play [A] ? （3: LC） がある。これら
の返答として、 Yes I can [A] （3: A3） がある。
　主語が一人称の肯定文では I can [A]. （3: LL, LP2） のＡには「できること」が入る。この
構文の応用表現として：I can [A] very well. （3: LP2） / I can [A], too. （3: LL） / And I can [A]. （3: 
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A3） / but I can [A and B] （3: LC） / And I can [A] very well. （8: LL） などがある。否定文では I　 
[can't A]. （3: LL, LP2） でＡには「できないこと」が入る。応用表現として But I can't [A]. （3: 
LL） がある。I can / can' t [A]. の練習構文は Lesson 3 の単元目標の表現である。
　主語が二人称の You can help me. （S+V+O） （3: A3） のような You can [A]. の構文でＡには「で
きること」が入る。この応用構文として But you can [A] very well! （3: LL） がある。
　また、You can see soccer games. （5: LC, A, LL2） のような You can see [A]. の構文ではＡに「物」
が、You can eat [A]. （5: LL2, LC, A） ではＡに「食べ物」が入る。前文の応用構文として In 
China you can see the Great Wall. （5:A） があり、In [A], you can see [B]. のＡには「国名」、Ｂに
は「物・場所」が入る。そして、You can run fast. （7: LP） のような You can [A][B]. の構文で
はＡに「できること」、Ｂに「副詞」が入る。
Ⅷ．6 年生の練習句
１．名詞句
１）所有格
　「所有格を含む」表現は my birthday / your birthday （2: LL2） のように「Ａ＋名詞」の句でＡ
には1・２人称の所有格が入る。3人称の所有格を含む表現は Sakura's grandfather （2: LL2） で
「A' s ＋人・家族名」のＡには「固有名詞」が入る。また、応用表現として my grandfather's 
birthday （2: LL2） のような A B' s Cの句ではＡに１・２人称代名詞、Ｂに「人・家族名」が入る。
２）boy を修飾する語句
　Lesson 7 のLet' s Listen ではテーマの「桃太郎」を描写す句で My brave boy. / A little boy! （7: 
LL） のように [A] [B] boy. のＡには限定詞（所有代名詞、冠詞）、Ｂには「様子」を表す語彙
が入る。また前置詞句を含む表現として A boy from the peach. （7: LL） のような [A] from [B] 
がある。
３）dream を修飾する語句
　返答として dream を含む名詞句がある。Good dream. （8: LL） のように [A] dream のＡに
は「様子」を表す形容詞、また、複数形の Nice dreams. （8: LL）、「固有名詞」を伴う Nice 
dream, thank you, Tomoe. （8: LL） がある。
２．その他の句
　描写の表現として Very dangerous. （7: LL） / beautiful ﬂowers （7: LP）［再掲］がある。また、
同格の表現として my country, Finland （8: A） のような Ａ, B の句でＢには「国名」が入る。
３．時・前置詞句
　March eighteenth. （2: LL2） のような月と序数による月日を表す句。前置詞句として in June 
（2: LL2） のような in [A] の句ではＡに「月」「国名」「季節」が入る。そして、at ten thirty （6: 
A2） のような時間を表す句の at [AB] ではＡに「時間」、Ｂに「分」が入る。また One circle 
and one diamond in the center. （5: LP2） のような [A] in the center. のＡには「物」が入る。
４．呼びかけ
　呼びかけの表現は Hello, Grandpa and Grandma. （7:LL, 8:LL） のような [A], [B] の句でＡに
は Hi / Hello （7: LL） / Look （7: LP） / Thank you very much （7: LL） が入り、Ｂ には「固有名詞」
「人・家族名」が入る。
　また please を含む表現として A kibidango, please. （7: LL） のように [A] please. の句と Please 
stay here. （7: LL） のような Please [A]. のＡには「動作」が入る。
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Ⅸ．今後の小学校英語
　小学校での「英語活動」はその導入から4年が経ち、初年度に作成された教材『英語ノート』
は早くも『Hi, friends!』に改訂された。今後の教科化は３年後に前倒しとなるため、教材の
見直し等は大きな課題となる。そのため本稿では『Hi, friends!』ではどのような語彙や表現
が使われているかを分析した。
　今後の小学校での英語活動の見通しを最後にまとめておく。小学校における外国語活動
（英語活動）は2008年度の学習指導要領の改訂により2011年度の導入より５, ６年生が週１時
間、年35時間の活動を行っている。そして、2015年度はじめに文科省から小学校英語活動の
補助教材が発表された。これは今後の「文字と音の指導」の導入を視野にいれたものである。
これまでの小学校における「外国語活動」、英語教育はいわゆる「聞く」「話す」の２技能に
その活動の中心があった20。いうまでもなく語学学習においては「聞く」「話す」に加えて「読
む」「書く」の4技能の習得がその基本である。
　また、2020年度をめどに小学校の中学年で週１～２時間のクラスそして高学年では週２～
３時間の活動を目標にしている。高学年はこれまでの活動型から教科となるため中学校との
接続を視野にいれたカリキュラムとなるであろう。２技能から４技能への移行にはアルファ
ベットの文字練習は確実に導入されるであろう。そして2020年度の新学習指導要領の改訂に
より、正式に５, ６年生の英語が教科化されることになるであろう。2020年度の教科化に向
けて教科書の作成の必要がある。そのため現在使用されている『Hi, friends!』の補助教材は
2016年度までに研究指定の学校において検証がなされ、次期学習指導要領の移行期に小学校
３～６年生用の教材開発に使用されるであろう。
参考文献
『Hi, friends! 1, 2　指導編』文部科学省、東京書籍、平成24年
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北山　長貴「「小学校英語活動」における語彙・表現の研究」東海学院大学紀要、第1号、平
成20年
北山　長貴「小学校「英語活動」における語彙と発音について」東海学院大学紀要、第２号、
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『New Horizon English Course 3』東京書籍、平成24年
「教育課程企画特別部会　論点整理」中教審教育課程特別部会、平成27年8月
注
―――――――――――
１　 名詞は、無冠詞、複数形、冠詞を伴っての使用を区別する。ここでは a ﬁsh としてテキ
ストで使用されていることを意味する。
２　（6: LP1） は Lesson 6 の Let's Play 1 の 略、 以 下 同 様 の 表 記 と す る：LL=Let's Listen, 
LC=Let's Chant, A=Activity.
３　 児童は表現をチャンクで学習するので本稿では cat と cats は異なるかたまりとする。
４　「身体」に関する語彙は leg のみである。多くの小学校で扱ってきた歌の中に出てくる、
head, shoulder, knee, tow のような語彙は “Hi, friends!” では扱わなくなった。
５　 体育で着用する「赤白帽」であり、英語文化の語彙ではない。
６　『New Horizon 3 』では、Excuse me.「呼びかける」、Oh, I see.「あいづちをうつ」等の 22
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の表現に分類している。
７　 本稿では、Nice to meet you. と Nice to meet you, too. を別のチャンクとして扱う。
８　 目次には Do you have “a”? とその返答の Yes, I do ／ No, I don't. が Lesson 1 の単元目標と
あり、「指導者の表現例」にはあるが音声スクリプトにはない。
９　 Lesson 5 の Let's Listen 3（p. 20）で登場事物のたく君のスクリプトは、OK. Your T-shirt, 
here you are. また、さくらさんのスクリプトは、OK, your T-shirt. Here you are. となって
いる。音声的には同じであるが、表記が違うので本稿では２種類の定型文とした。
10　 歌の中の歌詞なので定型としている。
11　 この定型表現は「２．返答」にも分類できるが前述の表現の I'm good. の応用表現とみ
なし本稿では「３．描写」に分類した。
12　 本稿では、 Hello, my name is A. 等の文を My name is A. から派生した別の文として扱って
いる。このような練習構文を応用表現とする。
13　「Ⅰ．5 年生の語彙」で扱った単数形普通名詞が入る。
14　『Hi, friends! 1』のもくじの Lesson 8 には I study math on Monday. / What do you study on 
Tuesday? と単元目標があるが、テキスト本文の Let's Chant には I study Japanese and 
science. はあるが、曜日の表現はない。
15　 目的語が 6 つの文、I study English, social studies, calligraphy, arts and crafts, home economics 
and home economics. はオーセンティックな表現ではない。
16　 How are you? は定型表現だが、呼びかけの名前があるので本稿では練習構文とする。
17　 Lesson 5 の Let's Listen 2 では This is a pyramid. This is the Sphinx. This is Ayers Rock. のよ
うに 2 種類の限定詞と無冠詞を含む文がある。
18　 まとめの単元 Lesson 7 の表現である。進行形はこれまで扱っていない。
19　 定型表現の When is your birthday? は Lesson 2 の単元目標の表現と目次にある。テキスト
では固有名詞の呼びかけが入っているので、本稿では練習構文とした。
20　「小学校英語」の導入の初期段階では「中学校英語の前倒しをしない」と筆者は記憶し
ている。2 技能から 4 技能への移行については「小学校外国語活動実施状況調査」（平
成 24 年の文科省）で「小学校の英語の授業で英単語を『読む』『書く』機会が欲しかっ
た」との回答が多くあることにその根拠をおいている。これまで現場では 2 技能のみを
教えていたので、読み書きが必要との回答が出てくるのは至極当然のことである。
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Appendix 1：5年生の語彙 
A～Z 
am 
America 
and 
animal 
apple / an apple / apples 
are 
arts and crafts 
at 
Australia, in 
bag, the  
ball, a / balls  
banana / a banana / 
bananas 
baseball / baseballs（野球
ボール） 
baseball（野球） 
basketball 
bat, a  
beaker / a beaker 
beef  
big  
bird, a / birds  
black 
black and white  
blue  
book  
box 
boxed lunch, a  
bread  
brown  
brush, a  
buttered corn  
cake  
calligraphy  
cap, a  
card  
cars  
cat, a / cats  
CD  
China, in 
chairs  
cherry / cherries  
chocolate milk  
circles 
classroom, my  
color 
colorful 
cool 
crayon  
cup / a cup 
curry  
curry and rice  
desks  
diamonds  
dog, a / dogs  
drum  
egg  
eggplant, an  
English  
eraser, an  
father  
Finland  
fine  
first ~ sixth 
fish, a  
flower, a  
fried chicken  
friends, my 
fruit, a / fruits  
fruit jelly  
frying pan / a frying pan 
globe, a  
glove, a  
gorilla  
grandfather  
grandmother  
grape / grapes  
green  
guitar, a  
hamburger stake, a 
happy 
harmonica  
hat  
hearts  
home, at 
home economics  
hungry  
ice cream  
in  
India  
ink 
is 
Japanese  
jet  
juice  
kimuchi  
king  
kitchen  
kiwi fruit / kiwi fruits  
Korea / in Korea 
legs 
lemon / lemons 
light blue  
like  
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listen  
lunch  
map, a  
mat / a mat 
math  
melon / melons  
microscope / a microscope  
milk  
monkey / monkeys  
mother  
music 
my  
my classroom, in 
namul  
notebook / a notebook 
numbers  
omelet, an  
orange juice  
oranges / orange（果物） 
orange（色） 
parfait, a  
P.E.  
Peach Boy  
peaches  
pencil case, the  
pets 
piano / a piano 
pig  
pineapple / a pineapple / 
pineapples  
pink  
pizza 
potato  
pudding 
purple 
queen  
rabbit / rabbits  
recorder / a recorder 
red  
red and white cap 
rice  
ruler / a ruler 
sad  
salad  
sandwiches  
school, at 
science  
shape  
shoe, a / shoes  
skeleton  
sleepy  
small  
soccer  
soccer balls 
social studies  
soup  
spaghetti 
spider legs 
spiders  
sport, a  
star / stars 
starfish, a  
strawberry / strawberries 
student 
Sunday ~ Saturday  
sun  
sunflower, a  
swimming 
T-shirt  
textbook, a  
tired  
tomato, a 
too 
tree 
triangle, a / triangles  
TV  
umbrella 
violin 
watch【動詞】 
watch【名詞】 
water 
white 
yacht 
yellow 
your parfait  
zero ～ thirty
Appendix 2：5年生の定型表現 
And you?  
Are you OK?  
Come here.  
Good luck!  
Good! / Good.  
Hello, how are you? 
Hello. 
Here you are.  
OK. Your T-shirt, here you are.  
OK, your T-shirt. Here you are. 
Hi.  
I don't know.  
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I'm good.  
I'm good, thank you. 
I'm hungry. 
Lunch time.  
Me, too.  
Nice to meet you. 
Nice to meet you, too.  
No, I don't.  
OK. 
oh, no!  
Rock, scissors, paper, one, two, three.  
Thank you. 
umm…/Umm…  
very much 
What do you want? 
OK, what do you want?  
OK, do you like ice cream? 
What number T-shirt? 
What would you like?  
Hello, what would you like? 
What's this? 
What's your name?  
Wow 
Yes, I do.  
Yes, please.  
You're welcome.  
定型とは判断しにくい表現 
 Cleaning time. 
 I clean my classroom. 
 I eat lunch in my classroom.  
I study at home, too.  
This is my lunch. 
Today's schedule.  
Appendix 3：5年生の練習構文 [  ] 内の単語が入れかわる。 
[Cherries, cherries], I like [cherries]. 
[A, A], I don’t like [A]. 
And [one] [big] [star] is [cool]. 
Do you like [cats]?  
[Sakura], do you like [cats]? 
Hello, I am a student in [Australia]  
Hi, I am a student in [A].  
How are you, [Taku]?  
How many [pencils]?  
Hello, how many [A]?  
[A, A] how many [A]? 
How many [red] [pencils]? 
I don’t like [spiders]. 
I eat [a boxed lunch] with [my friends].  
I eat [A and B~D] for lunch in my 
classroom.  
I eat [A] everyday.  
I like [soccer].  
And I like [A]. 
And I like [blue] [triangles].  
I like the [white] T-shirt.  
I like [A and B].  
I like [A, B, C and D].  
And I like [A and B][C].  
I like [A] very much.  
I study [Japanese] and [science]. 
At school I study [A].  
I study [A…and F].  
At school, I study [A, B, C and D]. 
I want the [“T” card], please. 
I'm [A].  
It's [A]. 
It’s a [triangle].  
It's the [A card].  
[日本語：Hitode], it’s a [starfish].  
The answer, it's a [A].  
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I’d like [milk] and [pizza].  
I'd like [A, B and C].  
My name is [A].  
Hello, my name is [A].  
Hi, my name is [A].  
What [animal] do you like? 
[Sakura], what [A] do you like? 
[Sakura], what do you want?  
What do you study on [Monday]?  
Appendix 4：5年生の練習句 
[Japanese] and [science]!  
[Kiwi fruit] and [ice cream], please.  
OK, [A and B].  
OK, [A, B and C].  
[A, B, C, D and E].  
[A, B, C, D, E and F]. 
[Red] and [green] [apples]. 
[ABCD and BCD].  
Hello, [Maria].  
Hi, [Sakura].  
Let’s [listen].  
[Aleksi], nice to meet you, too.  
No. [1] hint, [a fruit].  
No. [A] hint, [B and C]. 
No. [1]. 
OK, [banana]. 
[Four] [cars] on the [bag]. 
[Five], please. 
Wow, [nice T-shirt]! / Wow, [TV].  
[First], [Japanese].  
[Kiyoko], [Sakura’s grandmother]. 
[Fifteen] [pencils]. 
[One] [blue] [pencil]. 
[White] T-shirt. 
Appendix 5:：6年生の語彙 
A ~ Z 
TV, watch  
America  
animals 
apple / apples 
artist 
at（時） 
Australia  
Ayers Rock  
baker 
ball 
balloon / balloons  
baseball 
bath, take a  
Beijing, China 
bear / bears  
beautiful 
big 
bird / birds 
birthday 
black 
blue 
breakfast, eat 
bookstore  
boy!, A  
Brazil 
brave 
bus driver 
cabin attendant 
cars 
castles  
cats  
center, in the 
China  
Christmas 
cheese 
circle 
clean my classroom 
cold 
colors 
comedian 
coming 
convenience store  
cooking 
cook【動詞】 
cook【名詞】 
country / my country  
cricket games 
cute 
dangerous 
delicious 
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dentist 
department store  
diamond 
did  
dinner, eat 
doctor 
dog 
Earth, the  
Egypt  
Eiffel Tower, the  
elephant / elephants 
escargots  
everyday  
farmer 
fast  
Finland  
fine 
fire fighter 
fire station  
first ~ thirty-first  
flag, a 
florist 
flower shop 
for me  
France  
friends, my  
get up  
giraffe / giraffes  
glove, a 
go home 
to bed 
to school  
good 
Great Wall, the / the 
Great Walls  
Greece  
grandfather  
grandmother  
green 
gyoza 
Halloween 
hamster  
happily 
happy  
hat, a  
help 
help me  
home, at  
hospital 
hungry 
Iguaçu National Park  
India 
January ~ December 
Japan  
Japanese, in  
jump a rope  
Kiyomizu Temple  
Korea  
koalas  
later  
little  
London, UK 
look into the room 
lunch, eat  
Mont Saint Michel 
Moscow, Russia 
monkey / monkeys 
New Year's festival, a 
New York, America 
nice 
nine thirty 
one ~ one hundred  
open the door 
panda / pandas  
park / the park 
peach 
penguin / penguins  
people  
pizza 
play badminton 
 baseball 
basketball 
kendama 
soccer 
the piano  
police station 
post office  
proud 
pyramid, a / pyramids  
red 
restaurant 
ride a unicycle 
run 
São Paulo, Brazil 
save the Earth  
school / the school / 
schools 
science 
scientist 
sea, in the  
seven fifty 
shining 
singer 
six thirty 
small 
soccer 
soccer games  
soccer player  
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sorry 
Spain  
Sphinx, the  
Statue of Liberty, the 
star / stars  
start  
station / the station  
strong 
study 
 at home 
at school 
summer 
supermarket 
sweet 
swim 
swimming 
Sydney, Australia 
Taj Mahal, the  
teacher 
Thailand  
tiger / tigers  
Tokyo, Japan 
too 
trains 
tree / trees  
twelve midnight 
Vancouver, Canada  
vet  
when  
white 
why 
World Cup, the 
yellow 
zoo keeper 
Appendix 6：６年生の定型表現 
Arrrgh!  
be quiet, please  
Be good!  
Come on.  
Don't worry. 
Follow me! 
Go straight.  
Good luck!  
Good night. 
Great!  
Hello. 
Hello, everyone. 
Hi, everyone. 
Here you are.  
Here. 
How are you?  
Let's go!  
Let's go together!  
Look!  
Me, too. 
Nice country. 
No, I can't.  
OK. 
That's OK.  
Oh,…  
Oh, yes. 
  Yes, yes.  
See you.  
See you soon.  
See you, later.  
Shhh  
Sorry, sorry.  
Take care!  
Thank you!  
Thank you very 
much.  
That's great!  
This is ME!  
Turn left.  
Turn right. 
Umm. 
Ungh. 
Very nice. 
Wait!  
We did it!  
What country?  
What do you want to be? 
What is it?  
What time is it?  
What's that?  
What’s this?  
Who am I?  
Why?  
Wonderful! 
Wow!  
Wow, great!  
  Wow, a big turnip!  
Yes, I can. 
Yes, let's.  
Yes, you can.  
Yohohee, ho, one, two, 
three. 
You can!  
You're welcome.  
定型とは判断しにくい表現 
A big peach!  
A delicious apple for you. 
A good house for me. 
A peach is coming! 
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An old man and an old 
woman lived happily.  
Falling down one [two, 
three times] time, three 
[six, thirty] years. 
Hi, this is my life. 
It's shining. 
Let’s go to Ryugujo in the 
sea.  
My friend, you can run 
fast. 
OK, I’m strong, too.  
To see you well.  
Yes, I’m strong. 
You are cold, too.  
You helped me.  
Oh, a cute baby.  
Oh, it's twelve midnight. 
Oh, it’s a glove. 
Oh, very cold. 
Appendix ７：6年生の練習構文 
Can you [swim]?  
Oh, can you [A]? 
[Taku], can you [A]? 
Can you play [kendama]?  
Don't [eat]. 
Please, don't [open the door].  
Here is the [station].  
I [swim]. 
I [play soccer] everyday.  
I [get up] at [seven].  
I'm going to [Onigashima].  
I'm very [sleepy].  
I'm [A].  
I’m [A and B.] 
I'm [A]!  
I'm [A], too.  
[Everyone] is [happy]. 
In [Australia] [Christmas] is in 
[December] in [summer].  
It’s [June] [twelfth]. 
It's [kibidango].  
It’s a [supermarket].  
It’s in [America].  
They are in [A].  
Hello, I'm [Sakura].  
I'm [A]. 
Hello, I’m [Sakura’s grandfather], 
[Suzuki Masaru].  
I’m [Sayuri], [Sakura’s mother]. 
My birthday is [March] [eighteenth].  
My name is [A]. 
Hello, my name is [A].  
This is [Ayers Rock].  
This is [Kiyomizu temple] in [Japan].  
This is [the Great Wall], [万里の長城] 
in Japanese.  
We are [strong]. 
We are [A]!  
We are [proud of you].  
Grandpa and Grandma, we are 
[here]. 
We are very [happy].  
We are [good friends].  
Yes, yes, we are [A].  
And we are [A]. 
Your eyes are very [big].   
Let’ go to [France]. 
What time do you [get up]? 
What time is it in [Tokyo, Japan]?  
You are [strong]. 
Yes, you are [A and B]! 
Yes, we are [A and B]. 
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[France] is [a nice country]. / [Momotaro] 
is [a good boy].  
I can [play basketball]. 
I can [A] very well.  
I can [A], too.  
And I can [A]. 
…but I can [A and B].  
And I can [A] very well.  
Yes I can [A].  
You can [help me].  
But you can [swim] very well!  
You can eat [A].  
You can see [soccer games].  
In [China] you can see [the Great 
Wall]. 
You can [run] [fast]. 
I can't [ride a unicycle].  
But I can't [A]. 
I have [a white cat].  
[Penguins, penguins], how many 
[penguins]?  
I don’t like [cooking].  
I like [swimming].  
I like [A], too. 
And I like [A]. 
I like [A] very much.  
I like [A and B].  
I want [a dog] and [a hamster], too. 
And I want to [play soccer]. 
And I want to [play soccer] [in the World 
Cup]. 
I want to be a [singer]. 
I want to be a [A], too.  
Hi, I want to be a [A].  
I want to eat [pizza].  
I want to go to [Egypt].  
I want to see [Pyramids]. 
[Sakura], when is your birthday? 
[Sakura], where do you want to go?  
[Station, station], where is the [station]?  
[A peach] is coming!  
Appendix 8：6年生の練習句 
[my] birthday  
[my grandfather's] birthday  
[Sakura's] [grandfather]  
[My brave] boy. 
[A little] boy!  
A boy [from the peach].  
[Good] dream.  
[Nice] dreams.  
[Nice] dream, thank you, Tomoe.  
[Very] [dangerous]. 
[beautiful] [flowers]  
[my country], [Finland]  
[March] [eighteenth]. 
in [June]  
at [ten thirty]  
[One circle and one diamond] in [the 
center]. 
Hello, [Grandpa and Grandma].  
Hi, [A]. 
Hello [A]. 
Look [A]. 
Thank you very much [A]. 
[A kibidango], please. 
Please [stay here]. 

